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 本研究領域は、不活性な化学結合を切断し、分子変換の刷新につなげることを目的とした

研究領域であり、その実現は合成化学における最重要課題のひとつである。また、多段階反

応を経由しない直接的合成は、グリーンケミストリーの観点からも時代の要請に沿った研究

課題である。先駆的な研究実績を有する領域代表者のもと、有機金属化学、錯体化学、生物

無機化学の分野から力量あるトップクラスの研究者が参画し研究組織が構成されており、高

水準の研究成果が期待される。 

 


